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『書
道
史
事
典
』
編
集
完
了
報
告

中
村
　
伸
夫

昨
秋
の
第
十
五
回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
で
の
編
集
局
報
告
の
中
で
、
諸
般
の

事
情
に
よ
り
刊
行
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

『書
道
史
事
典
』
の
編
集
作
業
が
、
学

術
局
　
編
集
局
合
同
で
編
成
さ
れ
た
事
典
編
集
委
員
会
か
ら
、
編
集
局
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
あ
れ
か
ら
半
年
余
に
な
る
が
、
こ
の

ほ
ど
編
集
作
業
が
完
了
し
た
の
で
、
簡
単
に
経
過
を
報
告
し
た
い
。

二
〇
〇
〇
年
九
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
国
際
学
会

「第
四
回
国
際
書
学
研
究

大
会
」
の
準
備
活
動
の

一
環
と
し
て
、
本
学
会
編
の

『書
道
史
年
表
』
が
萱
原
書

房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
は

一
九
九
九
年
七
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
回
の

『書
道

史
事
典
』
は
、
こ
の

『年
表
』
に
肉
付
け
し
て
斯
学
の
振
興
に
資
す
る
新
た
な
出

版
物
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
学
術
局
長

（当
時
）
の
大
野
修
作
氏
と
編
集
局

長
（同
）
の
大
橋
修

一
氏
を
編
集
委
員
会
代
表
と
し
て
編
集
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。

大
野
氏
は
執
筆
者
宛
の

一
文
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
二
項
目
の
編
集
基
本
方
針
を

掲
げ
て
い
る
。

一
、
過
去
の
書
道
史
事
典
の
類
は
、
容
観
性
を
重
ん
ず
る
あ
ま
り
、
中
立
　
容

観
的
で
は
あ
っ
て
も
事
実
を
羅
列
す
る
こ
と
に
終
始
し
、
し
か
も
最
新
の
研
究
状

況
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
意
欲
的
、
積
極
的
な
姿
勢
に
欠
け
る
恨
み
が
あ
っ
た
。

二
、
窄
観
的
事
実
を
正
確
に
記
述
す
る
こ
と
が
事
典
の
基
本
的
使
命
で
あ
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
執
筆
者
の
主
観
性
に
よ
る
光
が
当
た

っ
て
こ
そ
、

記
述
内
容
は
輝
き
を
増
す
は
ず
で
あ
る
。

三
、
従

っ
て
今
回
編
集
す
る
新
し
い
事
典
で
は
、
執
筆
者
は
史
料
や
事
実
に
対

し
て
自
ら
の
歴
史
観
や
感
性
、
信
念
を
武
器
に
格
闘
し
つ
つ
、
し
か
も
で
き
る
だ

け
平
易
に
分
か
り
や
す
く
執
筆
す
る
と
い
う
基
本
理
念
を
共
有
し
て
、
作
業
を
進

め
て
行
く
こ
と
と
す
る
。

上
記
の
方
針
の
も
と
、
編
集
委
員
会
で
選
定
さ
れ
た
の
べ
約
五
〇
〇
項
目
に
つ

い
て
、
学
会
役
員
を
中
心
と
す
る
三
人
名
が
そ
れ
ぞ
れ
に
専
門
的
見
地
か
ら
執
筆

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇

一
年
の
夏
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
二
〇
〇
二
年
中
に
は
、
各
執
筆
者
か
ら
の
原
稿
は
ほ
ぼ
出
揃

っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
作
業
は
難
航
し
た
。
難
航
し
た
の
は
、
挿
入
図
版
の
確
定
に
手
間
取

っ

た
こ
と
、
文
体
や
用
語
、
表
記
の
統

一
や
ル
ピ
に
関
す
る
問
題
、
ま
た
当
初
詳
細

に
付
記
を
予
定
し
て
い
た
キ
ー
ワ
ー
ド
や
参
考
文
献
の
扱
い
、
そ
し
て
索
引
の
付

け
方
な
ど
、
難
問
が
山
積
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
昨
年
に
至
り
進
捗
状
況

の
総
点
検
が
行
わ
れ
た
結
果
、
編
集
は
ほ
と
ん
ど
の
面
で
既
に
実
務
的
段
階
に
入

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
作
業
を
学
会
編
集
局
と
書
津
の
編
集
部
に
移
し
て
完
成
を

急
ぐ
方
針
が
理
事
会
で
決
定
さ
れ
、
以
後
編
集
局
が
主
体
と
な
っ
て
鋭
意
作
業
を

進
め
た
結
果
、
こ
こ
に
よ
う
や
く
編
集
完
了
に
漕
ぎ
つ
け
た
次
第
で
あ
る
。

編
集
局
の
管
轄
と
な
っ
て
以
降
の
作
業
は
、
主
と
し
て
中
国
部
門
の
前
半
を
菅

野
智
明
幹
事
が
、
後
半
を
中
村
が
、
日
本
部
門
を
森
岡
隆
理
事
が
担
当
し
た
。
そ

し
て
最
終
段
階
で
は
、
こ
の
企
画
の
一
貫
し
た
先
導
役
で
あ
る
萱
原
晋
事
務
局
長

と
中
村
が
全
体
の
作
業
に
従
事
し
た
。
も
ち
ろ
ん
本
書
の
上
台
を
作

っ
た
の
は
、

大
野
氏
、
大
橋
氏
を
は
じ
め
と
す
る
当
初
か
ら
の
編
集
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ
各
位

と
執
筆
者
各
位
で
あ
り
、
完
成
は
諸
氏
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
は
、
論
を

後
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
書
難
に
よ
る
と
、
今
後
の
予
定
と
し
て
は
七
月
十
八
日
に
見
本
本
が
完

成
し
、
同
二
十
日
過
ぎ
に
は
書
津
よ
り
会
員
各
位
宛
に
案
内
文
書
が
発
送
さ
れ
て

販
売
も
始
ま
る
見
通
し
で
、
定
価
は

一
冊

一
人
九
〇
円
（税
込
）、
奥
付
記
載
の
初

版
発
行
日
付
は

「平
成
十
七
年
九
月
十
日
」
と
す
る
方
針
と
の
こ
と
で
あ
る
。
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第
１６
回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
へ
の
ご
案
内

第
１６
回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
は
、
徳
島
市
の
四
国
大

学
文
学
部
書
道
文
化
学
科
が
当
番
校
と
な
り
、
以
下
の
日

程
で
開
催
さ
れ
る
。
詳
細
は
本
会
報
の
次
号

（十
月

一
日

発
行
予
定
）
で
お
知
ら
せ
す
る
が
、
現
在
ま
で
に
固
ま

っ

て
い
る
大
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
理
事
会
Ｈ
十
月
二
十
八
日

（金
）
午
後
四
時
三
十
分
か

ら
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
徳
島

（徳
島
市
寺
島
本

町
西

一
―
六
〇
―

こ

に
て
開
催
。

○
大
　
会
＝
二
十
九
日

（上
）
午
前
九
時
、
四
国
大
学
交

流
プ
ラ
ザ

（写
真
、
徳
島
市
寺
島
本
町
西
二
十
三
五
十

八
）
の

一
階
入
日
に
て
受
付
開
始
。
九
時
三
十
分
か
ら

絡
会
。
引
き
続
き
研
究
発
表
。

○
懇
親
会
＝
二
十
九
日

（土
）
午
後
六
時
か
ら
、
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
徳
島
に
て
開
催
。

①
特
別
展
見
学
会
＝
三
十
日

（日
）
午
前
十
時
か
ら
、
徳

島
県
立
文
学
書
道
錨

（徳
島
市
中
前
川
町
二
十
二
一
一―

一
、
交
流
プ
ラ
ザ
か
ら
徒
歩
約
十
分
）
に
て
。
本
学
会

副
理
事
長
　
四
国
大
学
教
授
杉
村
邦
彦
氏
な
ら
び
に
本

学
会
会
員
　
京
都
女
子
大
学
講
師
大
橋
成
行
氏
に
よ
る

列
品
解
説
を
予
定
。

な
お
、
徳
島
県
立
光
学
書
道
館
で
は
今
大
会
開
催
に
合

わ
せ
て
、
「近
代
日
中
書
法
交
流
史
を
担

っ
た
人
々
」
展
を

開
催
す
る
。
こ
の
特
別
展
は
、
（１
）
楊
守
位
と
日
本
人
書

家
と
の
交
流
、
（２
）
張
廉
卿
と
宮
島
詠
士
、
（３
）
羅
振

玉
と
京
都
学
派
、
の
三
本
を
柱
と
し
て
構
成
し
、
今
大
会

期
間
中
は
、
こ
の
う
ち
の

（１
）
が
開
催
さ
れ
る
予
定
。

【備
　
考
】

○
会
場

へ
の
交
通
＝
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
か
ら
徒
歩
約
五
分
。
徳

島
空
港
か
ら
バ
ス
約
二
十
五
分
、
タ
ク
シ
ー
約
二
十
分
。

京
阪
神
方
面
か
ら
は
、
高
速
バ
ス
で
約
二
時
間
か
ら
二

時
間
四
十
分
。
徳
島
駅
前
下
車
。

〇
二
十
九
日
の
各
研
究
発
表
終
了
後
、
同
じ
交
流
プ
ラ
ザ

に
て
杉
村
邦
彦
氏
に
よ
る
特
別
講
演

「近
代
日
中
書
法

交
流
史
に
関
す
る
遣
墨
　
資
料
」
を
予
定
。

○
徳
島
市
内
は
ホ
テ
ル
事
情
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
、
学

会
と
し
て
は
特
に
宿
泊
の
手
配
を
し
な
い
。
各
自
で
早

め
に
準
備
し
て
下
さ
い
。

第

一
回

「書
学
書
道
史
学
会
会
員
の

た
め
の
特
別
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー
」
報
告横
田
　
恭
三

昨
年
十

一
月
の
本
学
会
総
会
に
お
い
て
普
及
委
員
会
が

承
認
さ
れ
、
主
と
し
て
①
特
別
鑑
賞
セ
ミ
ナ
１
０
研
究
発

表
会
、
の
二
つ
の
普
及
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
去
る
二
月
二
十
七
日

（日
）
、
東
京
都

世
田
谷
区
の
五
島
美
術
館
に
お
い
て
、
第

一
回

「書
学
書

道
史
学
会
会
員
の
た
め
の
特
別
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー

〈宇
野
雪

村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
日
本
の
名
品
こ

が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー
は
、
五
島
美
術
館
の
全
面
的
な

協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
、
午
後

一
時
三
十
分
～

三
時
三
十
分
ま
で
の
二
時
間
が
設
定
さ
れ
た
。
第

一
部
は

〈宇
野
雪
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
鑑
賞
〉
、
第
二
部
は
〈日
本
の
名

品
鑑
賞
〉
で
あ
る
。
事
前
に
申
し
込
み
さ
れ
た
約
五
〇
名
の

参
加
者
の
前
で
、
四
名
の
学
会
理
事
ら
に
よ
る
簡
単
な
解

説
を
行

っ
た
後
、
名
品
を
直
に
参
観
す
る
と
い
う
、
か
な

り
賛
沢
な
企
画
を
試
み
た
。
鑑
賞
品
目
は
以
下
の
通
り
。

第

一
部
　
①
張
景
造
土
＋
碑
　
②
纂
宝
子
碑

（初
拓
玉
字
）

③
可
遇
墓
議

（呉
昌
碩
題
城
）

④
高
貞
碑

（楊
現

羅
振
工
題
察
）
　
　
　
　
　
　
以
上
解
説
　
澤
田
雅
弘

⑤
雁
塔
聖
教
序
　
⑥
蘭
亭
序

（神
龍
半
印
本
――
富
岡
鉄

斎
旧
蔵
）
　

②
十
七
帖

（明
揚
欠
十
七
行
本
）

以
上
解
説
　
鈴
木
晴
彦

③
黄
庭
経

（宋
拓
心
太
平
本
）
　

③
宋
拓
群
五
堂
残
帖

①
銭
清
斎
帖

（楊
守
敬
題
袋
）

以
上
解
説
　
河
内
利
治

第
二
部
　
古
筆
寄
合
書
　
①
伊
予
切
　
②
戊
辰
切
　
③
東

大
寺
切
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
解
説
　
名
児
耶
明

な
お
、
司
会
進
行
は
横
田
恭
三
が
担
当
し
た
。
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本年度 口第16回大会研究発表募集

今秋の第16回大会は、阿波の地 四 国大学で開催されます。 2日 目の特別鑑賞行事は、徳島県立文学書道館

での特別展示の見学を予定しています。本学会が四国の地を踏むのは初めての事です。また、四国大学は 「四

国大学交流プラザ」(2ペ ージ写真参照)と いう立派な施設を完備しています。整った環境の中で、熱い議論を

展開したいと思います。会貝の皆様の発表申し込みをお待ちしております。

記

1)日 時 :平成17年10月29日 (土)午 前～午後 (今年度も日本部会 中 国部会 全 体会の分科会方式を採用す

る方針です)

2)発 表時間 :各40分間 (質疑応答時間10分を含む)

3)申 込方法 :適宜の形式の 「大会発表申込書」に標題 氏 名を明記し、800字程度のレジュメを別紙で添えて

下さい。

4)レ ジュメの形式 :発表決定の方のレジュメは、10月 1日発行の本会報第10号に掲載する予定です。形式は

原則としてワープロで作成し、テキス ト形式でフロッピーディスクに保存して提出して下さい (メ
ール可)。

なお、レジュメには図版や表は掲載できません。

5)申 込締切 :平成17年7月12日 (火)掌 必着 =

6)決 定と通知 :学会理事会および大会運営委員会で決定し、個別にお知らせします。

※本大会発表については、編集委員会は学会誌 F書学書道史研究』第16号 (平成18年秋刊)へ の論文投稿申し

込みを受理したものとして扱いますので、改めての学会誌への投稿申し込みは不要です。

※発表者の論文原稿の締切は、平成18年 3月 末日です。原稿は、査読委員会で採否が決定されます。学会誌掲

載についてご不明の点は、編集局まで文書でお問い合わせ下さい。

※大会発表申込書とレジュメ (フロッピーデイスク添付可)は 、封筒に 「発表申込 レ ジュメ在中」と明記し

て、下記宛にお送 り下さい。事故をさけるため、配達記録郵便または宅配便をご利用下さい。

(送り先〉〒15110031 東京都渋谷区桜丘町2935 ヴイラ桜ケ丘ビル7F

書学書道史学会国内局 大 会運営委員会  宛

下
田
章
平
　
Ｓ
５６
年
生
　
北
海
道
教
育
大
院
生

倉
橋
昌
之
　
Ｓ
７
年
生
　
堺
市
博
物
館
研
究
員

山
本
ま
り
子
　
Ｓ
狙
年
生
　
日
本
大
学
助
手

鈴
木
龍
之
介
　
Ｓ
弱
年
生
　
四
国
大
院
生

機
木
享
子
　
Ｓ
Ｗ
年
生
　
四
国
大
院
生

清
水
香
代
子
　
Ｓ
２‐
年
生
　
四
国
大
院
生

佐
々
木
肇
　
Ｓ
５５
年
生
　
四
国
大
院
生

高
口
盛
幸
　
Ｓ
５６
年
生
　
四
国
大
院
生

若
松
志
保
　
Ｓ
５２
年
生
　
鹿
児
島
県
立
高
教
諭

島
田
昌
広
　
Ｓ
５２
年
生
　
大
東
文
化
大
院
生

竹
添
業
子
　
Ｓ
５６
年
生
　
大
東
文
化
大
院
生

中
村
信
宏
　
Ｓ
備
年
生

草
津
祐
介
　
Ｓ
５６
年
生
　
東
京
学
芸
大
院
生

細
川
太
郎

（太
翠
）
Ｓ
５‐
年
生

石
丸
真
弥
　
Ｓ
５５
年
生
　
大
束
文
化
大
院
生

藤
田
尚
美
　
Ｓ
弱
年
生
　
大
束
文
化
大
院
生

藤
森
大
雅

（大
節
）
　

Ｓ
亜
年
生
　
大
束
文
化
大
院
生

幸
喜
洋
人
　
Ｓ
韓
年
生
　
大
束
文
化
大
院
生

吉
田
悟
　
Ｓ
５２
年
生
　
創
価
大
院
生

高
橋
由
利
子
　
Ｓ
５２
年
生
　
大
束
文
化
大
院
生

産
村
真
琴

（竹
チ
）
Ｓ
５２
年
生
　
大
束
文
化
大
院
生

西
原
大
輔

（大
卿
）
Ｓ
弱
年
生
　
大
東
文
化
大
院
生

中
嶋
章
乃
　
Ｓ
５５
年
生
　
東
京
学
芸
大
院
生

水
田
至
摩
子
　
Ｓ
４５
年
生
　
畠
山
記
念
館
学
芸
員

渡
瀬
仁
　
Ｓ
勲
年
生
　
四
国
大
院
生
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「主
と
し
て
、
学
生
　
岩
手

の
会
員
に
発
表
の
場
を

設
け
て
、
研
究
の
活
性
化
と
研
究
者
の
育
成
を
図
る
」

と

い
う
目
的
で
、
第

一
回
研
究
発
表
会
を
次

の
通
り

開
催
す
る
遅
び
と
な

っ
た
。
総
会

の
決
定
を
受
け
て

以
後
、
複
数

の
会
貝
か
ら
研
究
発
表
会
に
対
し
て
の

問

い
合
わ
せ
が
あ
り
、
発
表
者

の
推
薦
も
あ

っ
た
。

今
回
は
初
め
て
の
試
み
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
普
及

委
員
会
主
導
で
以
下
の
三
名
の
方
々
に
発
表
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な

っ
た
。

第

一
日
研
究
発
表
会

日
時

一
九
月
十
八
日

（日
）
午
後

一
時
～

場
所

一
大
東
文
化
大
学
　
板
橋
校
舎

東
京
都
板
橋
区
高
島
平

一
十
九
十

一

都
営
三
田
線
「西
台
駅
」
下
車
徒
歩
１０
分

（参
加
無
料
で
す
。
会
員
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
ふ

る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

〈学
生
　
若
手
の
会
員
に
よ
る
研
究
発
表
〉

１
、
十
二
世
紀
書
写
と
さ
れ
る

『和
漢
朗
詠
集
』

の
話
伝

本
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
ま
り
子

平
安
時
代
書
写
と
さ
れ
る
請
伝
本
の
う
ち
、
『和
漢
朗
詠

集
』

の
数
は
二
十
余
種
に
上
り
、
成
立
時
に
近

い
と
思
わ

れ
る
貴
重
な
資
料
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

先
学
の
研
究
を
辿
る
と
、
本
文
の
研
究
に
お
い
て
は
、
堀

部
正
三
氏
の
研
究

『伝
藤
原
定
頼
筆
和
漢
朗
詠
集
山
城
切

解
説
及
釈
文
』

（昭
和
十
四
年
）
以
後
は
殆
ど
行
わ
れ
て
い

な

い
と

い
っ
て
よ
い
。
同
氏
は
、
諸
伝
本
を
、
主
に
本
文

の
面
か
ら
二
大
別
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
話
伝
本
の
本

文
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
は
、
書
の
研
究
の
基
盤
と

も
な
り
得
る
も
の
と
考
え
る
。
発
表
者
は
、
従
来
、
十
二

世
紀
書
写
と
推
定
さ
れ
る
諸
伝
本
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
本
文
の
性
格
を
分
析
し
、
書
写
史
上
の
位
置
付
け
を
試

み
、
そ
の
成
果
を
公
表
し
て
き
た
。
今
回
は
そ

の
中

の

「藤
原
伊
行
筆
華
手
本
和
漢
期
詠
集
」
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、

本
文
に
焦
点
を
当

て
た
本
考
察
結
果
か
ら
も
、
書
風
上
、

「世
尊
寺
流
」
と
し
て
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
数
種
の
伝

本
で
は
、
世
尊
寺
家
及
び
そ
の
周
辺
の
人
々
に
維
承
さ
れ

た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。

２
、
南
宋
書
法
に
み
る

「墨
跡
」
の
源
流
に
つ
い
て

―
禅
僧
と
文
人
の
弦
点
　
張
即
之
書
風
の
伝
播
を
中

心
に
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
岸
佳
業

我
が
国
で
は

「墨
蹟
」
を
神
僧
を
中
心
と
す
る
も
の
の

「破
格
」
の
書
と
理
解
す
る
こ
と
が
支
配
的
で
あ
る
。
し
か

し
、
私
は
南
宋
の
書
を
調
査
す
る
中
で
、
禅
僧

の
書
と
同

時
代
の
文
人
の
書
が
共
通
の
特
徴
を
持

っ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
き
、
「墨
蹟
」
を
破
格
と
見
る
の
み
で
は
す
ま
さ
れ
な

い
と
考
え
る
に
至

っ
た
。
諸
史
料
の
検
討
に
よ
る
と
、
初

期
の

「墨
蹟
」

の
請
来
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
円

爾
介
円
で
あ
る
。
更
に
、
来
朝
僧
　
蘭
渓
道
隆
や
、
そ
れ

に
続
く
充
庵
普
草
、
無
学
祖
元
の
存
在
も
大
き

い
。
本
発

表
は
、
こ
れ
ら
の
入
宋
僧
や
来
朝
僧
を
核
に
、
そ
の
源
流

を
採
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
当
時

の
禅
僧

無
文
道
環
の

『無
文
印
』
や
物
初
大
観
の

『物
初
除
語
』
な

ど
の
禅
僧

の
詩
文
集
を
検
討
し
、
張
即
之
の
交
流
範
囲
は

無
準
師
範
円
下
の
禅
僧
に
限
ら
ず
、
大
慧
派

の
笑
翁
妙
堪

の
周
辺
に
も
及
ぶ
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
本
発
表
で

は
、
文
献
の
記
載
の
検
討
と
、
「墨
蹟
」
書
風
の
造
形
的
検

討
の
両
面
か
ら
、
張
即
之

の
影
響
の
及
ん
だ
範
囲
の
想
定

を
試
み
、
更
に
は
、
多
く

の

「墨
蹟
」
に
共
通
す
る
豪
放

な
書
風
の
起
源
を
初
期
の
作
例
中
に
見
出
す
も
の
で
あ
る
。

〈
一
般
会
員
に
よ
る
研
究
発
表
や
余
話
〉

３
、
二
世
中
村
蘭
台
の
書
画
案
刻
十

一
つ
の
文
人
像
―

河
野
　
隆

文
雅
を
愛
す
る
心
を
持
ち
、
何
ら
か
の
方
法
で
自
分
を

表
現
で
き
る
人
を
文
人
と
呼
ぶ
。
昭
和
を
代
表
す
る
案
刻

家
　
工
世
中
村
蘭
台
は

「老
子
語
印
五
十
極
」
な
ど
で
名

高

い
が
、
そ
の
書
も
風
韻
豊
か
で
定
評
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

盆
や
茶
托
な
ど
の
生
活
周
辺
の
雑
記
に
も
、
そ
の
感
党
を

生
か
し
た
味
わ
い
深

い
作
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
作

品
と
、
情
淡
と
し
た
人
柄
と
、
そ
の
生
き
方
が
ま
さ
に
文

人
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い

一
人
で
あ
ろ
う
。
所
蔵
の
書
画
察

刻
を
通
し
て
活
動
の

一
端
を
紹
介
し
、　
一
つ
の
文
人
像
を

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た

い
。
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瑣
事
―

「宋
拓
善
才
寺
碑
」
と
王
湖
の

！！　
題
鍛

・
題
城
―

澤
田
　
雅
弘

三
井
文
庫
所
蔵
の
木
拓

「挙
才
寺
碑
」
は
、
も
と
臨
川
李
氏
四
生
の
孤
本
の
一
つ

で
あ
る
が
、
周
知
の
と
お
り
、
後
人
が
本
来
の
書
者
名

「魏
柄
精
」
の
三
年
を
取
り

去
っ
て
、
「絡
遂
良
」
に
す
り
替
え
て
い
る
。
そ
の
作
偽
を
見
破
っ
た
の
は
工
対

（

六
六
人
～

一
七
二
九
）
で
あ
る
。
工
は
結
遂
良
の
生
涯
と
碑
文
と
の
間
の
矛
盾
を
洗
い

出
し
て
、
書
者
は
補
遂
良
に
あ
ら
ず
と
断
定
し
、
そ
の
後
さ
ら
に
池
明
誠
の
金
石
録

第
五
巻
の
日
の
記
述
に
気
づ
い
て
、
「魏
栖
悟
の
正
書
」
と
改
題
す
る
に
い
た
っ
た
。

工
の
こ
の
考
証
と
改
題
の
経
緯
と
を
記
し
た
抜
は
、
そ
の

一竹
雲
題
阪
』
『虚
舟
題
阪
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

原
帖
に
あ
る
翁
方
細
↑

七
三
二
～

一
人
一
人
）
の
成
に
は
、
こ
の
工
跛
を
引
用
し
た

？ヽ
え
で
、
「本
帖
に
あ
る
は
ず
の
魏
栖
精
キ
と
改
題
し
た
二
の
題
銃
が
な
い
の
は
、
値

打
ち
を
下
げ
た
く
な
い
者
が
改
装
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
補
書
と
信
じ
て
疑

わ
な
い
鴻
鉢
の
抜
だ
け
を
留
め
て
あ
る
の
だ
」
と
き
い
て
い
る
。
し
か
し
、
改
垣
し

た
二
の
題
鍛
が
あ
っ
た
は
ず
と
い
う
の
は
翁
の
誤
認
で
、
中
田
勇
次
郎
氏
の
解
説
に
、

「原
帖
に
工
湖
の
阪
が
あ
っ
た
は
ず
」と
い
う
の
も
、本羽
に
引
き
ず
ら
れ
た
訳
解
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
工
湖
は
、
所
蔵
者
か
ら
十
数
日
ほ
ど
竹
翫
し
た
際
に
疑
い
を
抱
き
、
考

証
を
進
め
て

「
緒
遂
良
」
〓
字
が
後
人
の
す
り
祥
え
に
よ
る
偽
款
と
確
信
し
た
が
、

こ
の
時
ま
だ
金
石
録
日
の
記
述
に
は
気
づ
か
ず
、
し
た
が
っ
て
、
魏
相
精
の
手
で
あ

る
こ
と
を
知
る
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
■
は

一
本
を
全
臨
し
て
成
を
書
き
、
原
帖
を

返
却
し
た
が
、
工
が
成
を
書
き
入
れ
た
の
は
、
王
阪
に

「共
の
旧
に
”
り
て
此
の

一

本
を
臨
し
、
其
の
偽
を
弁
ず
る
を
為
す
こ
と
此
の
加
し
」
と
い
う
通
り
、
原
帖
で
は

な
く
、
全
臨
冊
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
原
帖
に
政
を
き
か
な
か
っ
た
か
。　
一
に
所
蔵
者

へ
の
配
慮
だ
ろ
う
が
、
偽
託
を
確
信
し
つ
つ
も
書
者
名
を
特
定
で
き
な
い
わ
だ
か
ま

り
も
後
押
し
し
た
で
あ
ろ
う
。
金
石
銀
日
の
記
述

「慮
次
の
投
、
魏
栖
梧
の
正
キ
」

に
気
づ
い
た
の
は
、
そ
の
後
の
弥
Ｉ
六
年

（
十
七
二
人
）
人
月
二
七
日
の
こ
と
で
、
王

は
そ
の
喜
び
を

「乃
ち
此
の
碑
果
た
し
て
祐
公
の
書
に
非
ざ
る
を
知
る
。
余
の
疑
ふ

所
、　
一
一
是
な
り
。
遂
に
改
題
し
て
貌
栖
活
の
苦
才
寺
碑
と
る
す
。
十
載
の
疑
国
、

一
旦
に
し
て
水
解
す
。
之
が
為
に
大
い
に
快
し
」
と
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
原

帖
を
返
却
し
て
十
年
が
経
っ
て
い
た
王
に
は
、
原
帖
の
題
較
を
改
め
る
機
会
は
な
く
、

「宋
拓
苦
才
寺
碑
　
魏
相
活
書
」
に
改
題
し
う
る
の
は
、
当
然
、
十
年
前
の
全
臨
冊
の

題
銃
以
外
に
な
い
。
『竹
雲
題
成
」
『虚
舟
題
抜
」
所
収
の
成
は
、
原
帖
を
付
翫
し
送

却
し
た
時
点
で
の
城
に
、
十
年
後
の
疑
問
氷
解
時
の
思
い
を
迪
記
し
た
内
容
に
な
っ

て
い
る
。
翁
の
誤
認
は
、
そ
の
時
間
の
二
重
構
造
に
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

右
の
王
の
全
臨
冊
の
原
作
と
思
し
い
も
の
が
伝
世
す
る
。
浙
江
図
書
館
成
の

「工
湖
臨
苦
オ
寺
碑
冊
」
会
中
国
十
代
書
両
国
日
１１
』
所
収
）
が
そ
れ
で
、
二
の
全
臨

と
、
三
極
の
肱
―
す
な
わ
ち
Ｏ
康
熙
工
七
年

（
十
七
一
人
）

一
一
月
九
日
、
全
臨
完
了

時
の
も
の
、
②
そ
の
翌
年
の
元
日
の
も
の
、
Ｏ
康
熙
六

一
年
六
月

一
日
に
五
月
二
人

日
表
業
を
終
え
た
と
記
す
も
の
の
二
柾
―
か
ら
な
り
、
０
が
、
金
石
録
日
に
気
づ
く

以
前
、
す
な
わ
ち
十
数
日
の
付
翫
直
後
の
成
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
同
冊
か
ら
、
二
の

借
翫
期
間
が
康
熙
五
七
年

一
一
月
九
日
を
波
ん
だ
十
数
日
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
康

熙
五
七
年
か
ら
改
題
時
の
充
正
六
年
と
の
間
は
、
「十
載
の
疑
団
」
の
文
字
通
り
十
年

で
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
す
る
。

0‐0●
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想
定
の
範
囲
外

横
田
　
恭
三

こ
の
と
こ
ろ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
は
日
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
情
報

の
正
否
を
見
極
め
る
必
要
性
か
ら
、
両
刃
の
剣
と
い
う
側
面
も
否
定
で
き
な
い
も
の

の
、
世
界
の
出
来
事
を
そ
の
日
の
う
ち
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
有
効
で
あ
る
。

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
、
中
国
の
反
日
デ
モ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
い
つ
で
も
校

索
で
き
る
。
社
会
の
動
向
だ
け
で
な
く
、
文
物
考
古
の
情
報
も
同
様
に
得
る
こ
と
が

で
き
る
。

私
の
場
合
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
画
面
の

〈お
気
に
入
り
〉
と
い
う
項
目
に
、
有
益

な
ウ
ェ
プ
サ
イ
ト
を
登
録
し
て
い
る
。
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
い
つ
で
も
瞬
時
に
希

望
す
る
サ
イ
ト
ヘ
ジ
ャ
ン
プ
す
る
と
い
う
便
利
な
装
置
で
あ
る
。
そ
の

〈お
気
に
入

り
〉
に
は
、
中
国
の
考
古
文
物
関
係
の
サ
イ
ト
が
い
く
つ
も
登
録
し
て
あ

っ
て
、　
一

週
間
に

一
、
二
度
の
割
合
で
、
ニ
ュ
ー
ス
を
チ
ェ
ツ
ク
し
て
い
る
。

昨
春
の
話
だ
が
、　
一
月

一
二
日
発

〈新
華
細
〉
＊
に

「長
沙
走
馬
楼
出
土
万
枚
漢

武
帝
時
代
漢
簡
」
と
タ
イ
ト
ル
さ
れ
た
報
道
記
事
と
と
も
に
、
か
な
り
鮮
明
な
簡
憤

の
画
像
三
枚
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
記
事
に
は
、
「皇
室
の
記
書
や
起
訴
状
、
官

僚
の
経
済
犯
罪
や
職
務
犯
罪
の
調
査
と
裁
判
記
録
な
ど
が
記
さ
れ
た
前
漢
時
代
の
筒

憤
が
、
長
沙
走
馬
楼
か
ら

一
万
枚
余
り
も
出
上
し
た
。
専
門
家
は
、
馬
王
推
漢
基
の

発
掘
に
次
ぐ
、
前
漢
時
代
考
古
学
的
大
発
見
で
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、　
三
二
日
発

〈中
国
網
〉
に
は

「走
馬
楼
と
い
え
ば
、　
一
九
九
六
年
に
、

三
国
時
代
の
呉
衛
が

一
四
万
枚
出
上
し
て
、
考
古
学
界
や
書
道
界
を
驚
か
せ
た
が
、

今
回
は
第
人
号
井
戸
か
ら
漢
簡

一
万
枚
余
り
が
出
上
し
た
。
こ
の
オ
戸
は
、
走
馬
楼

共
簡
が
発
見
さ
れ
た
井
戸
か
ら
九
五

ｍ
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。
発
掘
の
責
任
者
で

あ
る
宋
少
華
氏
は
、
洗
浄
し
た
の
は
百
枚
余
り
で
、
漢
武
帝
早
期
（前

一
二
五
～

一
二

①
年
）
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い
う
。
書
体
は
隷
書
、
内
容
は
当
時
の
公

文
書
が
ほ
と
ん
ど
で
、
私
文
書
は

一
枚
だ
け
で
あ

っ
た
。」
と
あ
る
。
合
一月

一
人
日

発
行
の
「中
国
文
物
報
」
で
は
、
長
沙
王
劉
席
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
見
ら
れ
て
い
る
。）

昨
年
人
月
六
日
か
ら
四
日
間
、
長
沙
で

〈馬
工
堆
漢
墓
発
掘
三
①
周
年
記
念
国
際

学
術
討
論
会
〉
が
開
催
さ
れ
た
。
中
国
内
外
か
ら
百
名
以
上
の
研
究
者
が
参
加
し
、

こ
れ
に
合
わ
せ
て
湖
南
省
博
物
館
で

「長
沙
国
文
物
特
展
」
も
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ

に
こ
の
漢
武
帝
時
代
の
簡
情
四
枚
が
特
別
展
示
さ
れ
て
い
た

（凶
）
。
大
肥
な
筆
致
の

隷
書
二
行
が
、
長
さ
約
二
五
セ
ン
チ
の
竹
筒
に
書
か
れ
て
あ
る
。
結
緒
は
痛
平
だ
が
、

四
枚
そ
れ
ぞ
れ
表
情
が
あ
っ
て
、
横
画
は
水
平
な
も
の
も
あ
れ
ば
、
右
肩
上
が
り
の

も
の
も
あ
る
。
時
に
波
傑
を
強
調
し
た
り
右
下
や
真
下
へ
一
気
に
延
ば
す
線
な
ど
が

特
徴
的
で
あ
る
。
毛
先
だ
け
で
書
い
た
細
線
と
思
い
切
り
よ
く
開
い
た
大
線
が
ほ
ど

よ
く
調
和
し
、
か
つ
躍
動
し
て
い
る
。
こ
の
小
気
味
よ
い
太
細
の
変
化
は
、
書
き
手

が
筆
の
開
閉
を
意
識
し
た
結
果
で
あ
り
、
古
く
は
天
水
奏
簡
や
里
耶
秦
憶
に
ま
で
遡

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
用
筆
が
難
な
く
で
き
る
仕
立
て
の
筆
と
は
、
比
較
的

短
鉾
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
戦
国
　
包
山
楚
基
出
上
の
筆
の
鋒
長
は
三

五

伽
も
あ

っ
た
。
睡
虎
地
の
そ
れ
は
二
　
五

側
、
運
雲
港
の
は

一
　

六

ｃｍ
で
あ
る
。

と
い
う
よ
う
に
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
、
筆
の
鋒
長
は
し
だ
い
に
短
く
な
る
傾
向

に
あ
る
と
い
え
る
。

長
沙
訪
間
の
際
、
武
帝
時
代
の
漢
簡
が
い
つ
頃
公
開
さ
れ
る
の
か
な
ど
と
質
問
し

よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、　
″想
定
の
範
囲
外
ク
の
杵
な
計
ら
い
に
思
わ
ず
喜
び
の

声
を
発
し
て
し
ま
っ
た
。

来
注

¨
「新
華
」
は
新
華
社
通
信
。
「網
」
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。
新
華
社
通
信
の

サ
イ
ト
の
こ
と
。
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物
競

口
美
術
館
紹
介
◆
出
光
美
術
館

報△
石( 7 )

出
光
美
術
館
が
東
京
　
丸
の
内
、
お
濠
端
に
面
し
た
帝
劇

ビ
ル
九
階
に
開
錦
し
た
の
は
、
昭
和
四
十

一
年

（
一
九
六
六
）

の
こ
と
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
規
模
な
ど
か
ら
回
の
財
団
法
人

と
し
て
開
設
、
主
に
束
洋
の
古
美
術
を
紹
介
す
る
企
業
系
の

美
術
館
と
し
て
開
館
し
た
。
当
時
、
ロ
ビ
ー
か
ら
皇
居
を
の

ぞ
む
そ
の
光
景
は

「都
会
の
オ
ア
シ
ス
」
と
い
う
愛
称
を
呼

ん
だ
。
こ
れ
ま
で
毎
年
計
六
本
の
展
覧
会
を
す
べ
て
企
画
展

と
し
て
開
催
し
て
き
た
が
、
常
設
展
示
室
を
も
た
な
い
こ
と

か
ら
、
近
々
で
は
中
央
線
　
三
薦

「中
近
東
文
化
セ
ン
タ
ー
」

内
の

一
室
に
お
い
て
、
陶
磁
器
を
中
心
と
し
た
名
品
の
常
設

展
示
も
開
始
し
は
じ
め
た
。
ま
た
二
〇
〇
〇
年
か
ら
新
た
に

福
岡
　
門
司
の
地
に
出
光
美
術
館

（門
司
）
が
開
館
。
幅
広

い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

一
瑞
を
福
岡
で
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
と
、
活
動
拠
点
を
広
げ
て
い
る
。

出
光
美
術
館
の
収
蔵
品
数
は
、
公
称
約

一
万
件
。
国
宝
二

件
を
は
じ
め
、
重
要
文
化
財
四
十
九
作
、
重
要
美
術
品
八
十

人
件
を
誇
る
国
内
屈
指
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ
の
内
、

書
跡
は
、
国
宝

「見
努
世
友
」
ほ
か
古
筆
切
優
品
か
ら
江
戸

期
は
光
悦
や
唐
様
の
書
ま
で
に
お
よ
び
、
所
蔵
品
の
数
は
お

よ
そ
二
〇
〇
件
あ
ま
り
と
な

っ
て
い
る
。

さ
て
開
設
者
　
出
光
佐
三
が
七
十
有
余
年
に
わ
た

っ
て
斑

集
し
愛
蔵
し
た
美
術
品
を
私
蔵
せ
ず
に
公
開
し
よ
う
と
決
め

た
時
、
海
外
の
企
業
と
同
等
の
立
場
を
も
つ
た
め
に
は
、
事

業
の
芸
術
化
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
理
念
を
持

っ
て
い
た
。

晩
年
に
は

「私
の

一
生
と
い
う
も
の
は
、
眼
で
美
術
品
を
見

て
、
心
で
人
の
美
し
さ
を
見
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
い

つ
も
美
と
い
う
も
の
に
リ
ー
ド
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
気
が
す

る
」
と
話

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
理
念
の
下
、
学
芸
員
を
中

心
に
美
術
品
の
調
査
研
究
は
も
と
よ
り
、
斬
新
で
独
創
性
に

あ
ふ
れ
る
企
画
　
展
示
づ
く
り
、
愛
好
家
や
教
育
施
設
と
の

積
極
的
な
連
携
を
す
す
め
る
教
育
　
普
及
事
業
、
そ
し
て
将

来

へ
大
切
な
美
術
品
を
継
承
す
る
た
め
の
保
存
　
修
復
活
動

を
維
続
し
て
い
る
。

そ
の
出
光
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
核
を
な
す
の
は
、
禅
僧

仙
圧
の
書
画
。
千
を
ゆ
う
に
超
す
数
の
独
占
的
な
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
は
国
内
外
に
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
出
光
発
祥
の

地
が
す
な
わ
ち
九
州
で
あ
る
と
こ
ろ
に
所
以
が
あ
る
も
の

で
、
そ
の
流
れ
か
ら
文
人
書
画
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
充
実
し

て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
美
意
識
の
淵
源
を
紐
解
く
水
墨

画
で
は
、
牧
籍
、
玉
潤
か
ら
雪
舟
、
狩
野
派
、
長
谷
川
等
伯

ら
の
描
く
優
品
ま
で
カ
バ
ー
し
、
加
え
て
煎
茶
道
具
や
青
銅

器
、
中
国
陶
稔
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
加
え
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
日
本
の
文
化

へ
の
深

い
愛
情
と
理
解
を
示
し
、
国
宝

「伴
大
納
言
絵
巻
」
を
筆
頭
に
、
「佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

か
ら
室
町
、
江
戸
期
に
い
た
る
ま
で
の
や
ま
と
絵
作
品
、
あ

る
い
は
俵
屋
宗
達
、
尾
形
光
琳
　
乾
山
、
仁
清
ら
の
弥
派
作

品
も
後
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
二
〇
〇
〇
年
を
迎
え
て
以
降
、
当
館
が
大
き
く
業

務
方
針
の
変
更
を
お
こ
な

っ
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
記
憶
に

新
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
東
京
国
立
博
物
館
と
の
提

携
に
よ
り
実
現
し
た

「長
谷
川
等
伯
　
な
林
図
屏
風
展
」
を

皮
切
り
に
、
そ
れ
ま
で
館
蔵
品
に
よ
る
企
画
展
示

一
色
で
あ

っ
た
活
動
が
見
直
さ
れ
、
美
術
品
を
よ
り
深
く
理
解
し
、
楽

し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
展
示
作
品
の

一
部
を
交
流
の
あ
る

他
錦
よ
り
出
品
協
力

い
た
だ
く
こ
と
で
、
独
自

の
企
画
を

次
々
と
開
催
。
そ
の
結
果
、
書
の
関
連
で
は
、
二
〇
〇
二
年

「書
の
名
筆
―
高
野
切
と
蘭
亭
序
―
」
展
、
二
〇
〇
四
年
に

は
第
二
弾

「書
の
名
筆
―
三
色
紙
と
ち
ら
し
書
き
―
」
展
を

開
催
し
、
好
評
を
博
し
た
。

さ
ら
に
こ
こ
数
年
は
、
教
育
普
及
事
業
に
も
力
を
い
れ
て

い
る
。
主
に
首
都
圏
の
社
会
教
育
施
設
や
学
校
、
愛
好
家
の

団
体
と
の
連
携
を
お
こ
な
い
、
自
主
的
な
作
品
鑑
貸
活
動
を

促
進
し
て
い
る
。
書
写
書
道
教
育
の
現
場
に
お
い
て
も
近
年

鑑
賞
指
導
が
唱
導
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
学
芸
員
が
学

校
や
各
地
施
設
に
赴

い
て
出
前
授
業
を
担
当
し
た
り
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
開
催
の
手
助
け
や
、
鑑
賞
指
導
の
具
体

条
作
成
の
お
手
伝
い
な
ど
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。
鑑
賞
体
験

を

一
面
的
な
も
の
に
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
こ
う

し
た
美
術
館
の
本
質
的
な
活
動
に
よ
り
、
書
跡
ば
か
り
で
な

く
様
々
な
分
野
の
作
品
を
合
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
、
美

ヘ

の
理
解
者
が
た
く
さ
ん
集
う
会
場
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し

た
い
。
そ
の
た
め
に
は
皆
さ
ん
の
ご
支
援
は
不
可
欠
で
あ
る
。

本
会
報
の
場
を
借
り
、
ま
ず
は
こ
れ
ま
で
の
ご
助
力
に
対
し

御
礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
改
め
て
今
後
と
も
ご
協
力
と
ご

指
導
、
ご
支
援
を
頂
戴
し
た
い
。
　
　
　
　
　
（笠
嶋
思
幸
）
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万

沙
翁
の
こ
と
ば
　
　
　
　
河
野
　
隆

書
字
と
書
作
の
両
面
に
優
れ
た
業
績
を
残

し
た
人
と
し
て
、
現
代
中
国
で
は
す
ぐ
に
沙

孟
海
の
名
が
浮
か
ぶ
。
沙
翁
は
文
革
後
の
難

し
い
時
局
に
第
四
代
西
冷
印
社
社
長
に
就
任

し
、
文
墨
界
を
牽
引
し
た
。
高
等
書
法
教
育

の
面
で
は
浙
江
美
術
学
院

（現
　
中
国
美
術

学
院
）
の
書
法
系
の
教
学
の
礎
を
築

い
た
。

高
潔
な
人
柄
と
深
い
学
識
を
に
じ
ま
せ
る
雄

洋
な
書
風
は
、
杭
州
を
中
心
に
圧
倒
的
な
支

持
が
あ
る
。
大
手
に
な

っ
て
も
骨
格
が
稲
る

が
ず
、
茶
然
白
若
と
し
た
大
人
の
風
を
示
す

点
で
は
、
少
し
前
の
時
代
の
郭
添
若
と
共
通

性
が
強
い
。
昨
秋
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
府
上
、

河
内
利
治
理
事
が
紹
介
し
た

「没
有
修
養
、

不
要
写
字
」
と
い
う
沙
翁
の
こ
と
ば
は
、
書

作
の
背
骨
を
な
す
書
学
研
究
と
人
格
陶
冶
の

重
要
性
を
説
い
た
も
の
だ
が
、
書
作
が
単
な

る
筆
戯
の
所
産
に
終
わ
ら
ぬ
為
に
も
、
我
々

は
し

っ
か
り
心
に
留
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。

平
成
十
七
年
書
近
況
報
告

　

池
田
利
広

今
年
に
な

っ
て
展
覧
会
が
立
て
続
け
に
あ

っ
た
。
三
ヶ
月
の
短
期
間
で
あ

っ
た
が
、
そ

れ
な
り
に

一
作
ご
と
に
意
欲
的
に
取
り
組
め

た
と
思

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
最
近
そ
の
反

動
か
、
書
作
に
色
気
を
あ
ま
り
感
じ
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
騒
り
な
の
か
市
め
な
の
か
、

そ
れ
と
も
倦
怠
期
に
陥

っ
た
た
め
か
。
折
し

も
、
日
本
書
芸
院
の
役
員
展
で

「山
本
残
次

郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
特
別
展
観
が
あ

っ
た
。

白
聴
、
慈
雲
や
良
寛
な
ど
の
江
戸
時
代
の
墨

蹟
が
出
眺
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
ま
る
で
技

の
巧
抽
に
気
を
留
め
る
こ
と
な
く
、
あ
た
か

も
精
神
の
開
放
こ
そ
が
白
国
の
書
の
本
質
で

は
な
い
の
か
と
諭
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ

っ
た
。
新
た
な
魅
力
の
発
見
で
あ
る
。

書
画

に
合

わ
な

い
豪
刻

　

松
村

一
徳

書
画
に
お
い
て
、
製
作
す
る
毎
に
相
応
し

い
印
も
自
ら
刻
す
、
と
い
う
理
想
像
が
あ
り

ま
す
。
と
は
い
え
諸
条
件
か
ら
、
案
刻
家
に

依
頼
し
た
落
款
印
を
用
い
る
の
が
現
状
で
す

が
、
書
画
を
支
え
る
も
の
だ
け
に
お
気
に
入

り
の
落
款
印
は
宝
物
で
す
。
象
刻
の
役
割
の

一
つ
は
、
印
章
が
七
千
年
前
に
誕
生
し
て
以

来
と
な
る
本
体
を
証
明
保
証
す
る
事
で
す
。

し
か
し
最
近
の
問
題
は
、
作
品
自
体
は
悪
く

な
い
も
の
の
、
主
張
が
優
先
し
書
画
に
合
わ

な
い
無
刻
の
誕
生
で
す
。
案
刻
の
発
展
は
喜

ば
し
い
事
で
す
が
、
本
来
の
役
割
を
呆
た
せ

な
い
現
象
は
、
時
流
に
乗
り
変
化
し
た
案
刻

が
独
立
歩
行
し
始
め
た
進
化
と
し
て
、
素
直

に
喜
ん
で
よ
い
も
の
で
し
ょ
つヽ
か
。

生
き
た

現
場

　

　

　

　

　

曹
あ

り
子

先
日
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
関
す
る
研

究
会
に
参
加
し
た
。
科
研
の
海
外
学
術
調
査

枠

で
活
動
し
て
い
る
研
究
考
迎
維
会
で
あ

る
。
ア
フ
リ
カ
先
住
民
の
生
活
調
査
か
ら
極

寒
地

へ
の
環
境
調
査
ま
で
、
文
理
を
開
わ
ず
、

多
様
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
態
が
見
聞

で
き
た
。
調
査
に
は
、
た
え
ず
予
測
を
超
え

る
こ
と
が
待
ち
受
け
て
い
る
。
だ
か
ら
研
究

の
現
場
で
は
、
既
存
の
モ
ノ
サ
シ
の
適
用
は

適
用
し
な
い
。
事
象

（世
界
）
を
ど
う
切
り

と
り
、
ど
う
座
標
軸
を
立
て
る
の
か
が
常
に

問
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
書
に
か
か
わ
る
者
も
、

あ
ら
ゆ
る
現
場
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
祝
点

だ
ろ
う
。

鍋
島
　
稲
子

本
学
会
立
ち
上
げ
に
意
欲
的
だ

っ
た
師

伊
藤
仲
が
生
前
、
書
道
博
物
館
の
所
蔵
品
中
、

特
に
執
心
し
た
の
が

「急
就
章
対
」
だ

っ
た
。

落
書
き
の
よ
う
な
き
に
こ
だ
わ

っ
た
あ
た
り

に
師

一
流
の
遊
び
心
を
感
じ
た
も
の
だ
。
と

こ
ろ
で
、
昭
和
十
年
来
日
の
折
に
書
道
博
物

館
を
訪
れ
た
ポ
ー
ル
　
ペ
リ
オ
も
ま
た
、

「急
就
キ
対
」
に
垂
涎
し
た
と

い
う
。
し
か

し
、
購
入
に
ま
つ
わ
る
不
折
の
苦
労
諄
を
開

く
に
つ
け
、
そ
の
入
手
を
あ
き
ら
め
喚
息
を

残
し
て
去

っ
た
ら
し
い
。
こ
の
経
緑
は
ご
く

最
近
古
新
問
の
記
事
で
知

っ
た
が
、
そ
の
時

は
、
記
憶
に
留
め
て
い
る
師
の
姿
と
ペ
リ
オ

の
写
真
と
が
だ
ぶ
っ
た
も
の
だ

っ
た
。
今
更

な
が
ら
、
五
十
路
に
さ
し
か
か

っ
た
ば
か
り

で
の
急
逝
が
悼
ま
れ
る
。
今
年
は
師
の
十
七

回
忌
に
あ
た
る
。

国
会
員
動
静

○
黒
野
貞
夫
（会
員
）
＝
第
六
十

一
回
日
本
芸

術
院
賞
受
賞

○
古
木
誠
彦
公
ム
員
）
＝
九
州
女
子
大
学
助
教

授
昇
任

①
大
迫
正

一
公
六
員
）
＝
九
州
女
子
大
学
専
任

講
師
新
任

○
吉
田
光
明
（会
員
）
＝
聖
徳
大
学
教
授
新
任

〇
湯
沢
聡
（会
員
）
＝
安
田
女
子
大
学
助
教
授

新
任

〇
上
小
倉

一
志
公
本
員
）
＝
呈
学
館
大
学
助
教

授
新
任

圃
計
報

〇
竹
口
延
那

（悦
堂
）

毎
日
書
道
会
常
任

顧
問
。
十
月
二
十
九
日
、
八
六
歳
。

○
種
谷
久
太
郎

全局
舟
）

毎
日
書
道
会
最

高
顧
問
。
十
二
月
二
日
、
九
十
歳
。

◆
先
日
小
暇
を
得
て
、
近
所
の
川
端
龍
子
記

念
館
ま
で
敬
歩
し
て
み
ま
し
た
。
龍
子
が
朝

夕
に
礼
拝
し
て
い
た
と

い
う
仏
像
と
と
も

に
、
絵
画
も
併
せ
て
陳
列
さ
れ
て
い
て
、
興

趣
あ
る
展
ホ
で
し
た
。
仏

へ
の
思
い
と
、
作

品
制
作
の
態
度
を
観
て
い
る
と
、
自
然
と
市

典
臨
書
の
こ
と
を
考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（小
川
博
章
）

◆
立
夏
を
過
ぎ
緑
の
輝
く
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
大
学
で
は
教
育
実
習
期
間
を
迎
え
、
初

め
て
巡
視
に
出
る
立
場
と
し
て
実
習
生
同
様

黙
張
し
て
い
ま
す
。
　

　

　

（柿
木
原
く
み
）

◆
こ
こ
数
年
、
鉄
斎
に
と
り
つ
か
れ
た
よ
う

に
、
ゆ
か
り
の
地
を
旅
し
て
い
る
。
先
般
は

小
豆
島
　
寒
晟
渓

へ
と
赴
い
た
。
奇
岩
迅
空

の
道
を
登
ら
ん
と
し
た
が
、
こ
こ
も
ま
た
サ

ル
被
告
に
硝
ま
さ
れ
て
い
る
と
の
事
。
や
む

な
く
断
念
、
淋
し
く
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
か
ら
の

眺
望
で
我
慢
し
た
。
　
　
　
　
（笠
鴫
忠
千
）

◆
昨
春
、
古
汀
市
家
刻
美
術
館
開
催

「古
筆

切
と
極
印
」
展
の
関
西
版

「古
筆
と
極
め
」

展
が
陽
明
文
庫
の
ご
助
力
の
下
、
京
都
の
茶

道
資
料
館
で
開
催
さ
れ
た

（七
月
十
日
迄
）
。

古
筆
と
そ
の
鑑
定
は
今
後
も

っ
と
注
日
さ
れ

て
い
く
べ
き
も
の
だ
と
思
う
。

（高
城
弘

一
）

◆
減
多
に
な
い
大
型
運
休
と
聞
い
て
「さ
あ
、

部
屋
を
片
付
け
る
ゾ
」
と
頑
張

っ
て
み
た
も

の
の
、
結
果
は

一
平
方
メ
ー
ト
ル
位
広
く
な

っ
た
程
度
。
次
々
来
る
郵
便
物
で
ま
た
元
の

木
阿
弥
。
何
時
に
な

っ
た
ら
快
通
に
過
ご
せ

る
の
や
ら
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（杉
）

◆
２０
代
、
本
の
時
求
に
余
念
な
く
、
３０
代
、

書
庫
の
設
置
に
汗
し
、
如
代
、
「本
は
買
う

だ
け
で
為
に
な
る
」
が
持
論
と
な
り
、
「読

米
見
書
斎
」
の
室
名
に
も
共
鳴
し
た
が
、
助

の
〈
ヤ
、
収
納
ま
こ
と
に
思
条
に
余
る
。

（服
）

急
就
章
輝
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